
（別紙３）

～ 2026年　　　3月　　31日

（対象者数） 39 （回答者数）
21

～ 2026年　　　3月　　31日

（対象者数） 11 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ブログの公開が遅れてしまい、季節と内容がズレてしまうこ

とがあるため、プロジェクト内で公開スケジュールを事前に

決め、ブロブを公開するなど工夫をする。

2

職員間で伝達にミスや情報が足りないことがあり、保護者へ

の共有が不十分な時もあるため、細かい共有がある際はメモ

などに残し分かりやすくする。

3

安全を確保しつつ、その日の児童や職員を見ながら外出の機

会をっ増やしたり、イベントの内容もチーム主体となり、話

し合いながらより充実させる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に発信していく。

2

外部の研修会への参加や社内での検討会を行い、情報提供の

場をつくれるようにする。

3

保護者様からのご意見をいただきつつ、職員間で意見も交わ

しスケジュールや役割分担を決める。交流の機会をつくって

いく。

日々の記録だけではなく、ブログなどで活動の様子を発信し、

内容も充実している。

毎月季節ごとのイベントを企画し、子どもたちに楽しんでも

らえるよう話し合い、その様子を色んな方に見てもらえるよ

う定期的にブログを更新している。

また、内容が固定化しないよう、同じ職員ばかりが書くので

はなく、分担しながらブログを書いている。

児童の情報を速やかに共有し連携を図っている。 送迎の際に保護者の方から頂いた情報や、施設内で起きた事

故やヒヤリ等、その日のうちに共有している。

児童がのびやかに楽しんで過ごせる空間。 積極的に児童と関り、児童同士コミュニケーションが取れる

よう日々工夫をしている。

児童に楽しんでもらえるよう、遊びやイベントを企画してい

る。

保護者同士の交流の機会がない。 季節のイベント企画だけでいっぱいになってしまっている。

その中で保護者同士の交流を入れるのが、現段階で難しい。

若手職員が多く、力量に差が出てしまっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル

等の周知不足。

ホームページやブログ、また連絡アプリなどで周知できてい

ない。

家族支援等の研修会や情報提供の機会がない。 計画ができていない。

2026年　　2月　　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　　　4月　　　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童デイサービス新井薬師

○保護者評価実施期間
2026年　　2月　　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


